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結論
漢代の亙と呪誼事件
後漢代地域社会における怪異と鬼神一王充『論衡』を中心に一
六朝道教経典に見える鬼神観一昨邪書を中心として
昨邪資料としての白津文物に関する基礎的研究
『白津園』をめぐる僻邪文化の変遷と受容
国家五行占書の基礎的考察一『開元占経』諸抄本を中心に
怪異五行占と砕邪文化及び鬼神観についての再考察
中国中世鬼神観の比較とその意義
〔要旨〕
本論文では、中国の漢代から唐代を中心に、文献に見える宗教文化の特質と社会的意義について鬼神
観の視点から考察した。鬼神観とは、所謂「鬼神J (神々や祖霊)に関する哲学的言説を指す場合もあ
るが、小稿では、より広い意味で人々の心性に共有される鬼神に対する表象イメージを鬼神観と呼ぶ
(哲学言説の場合は「鬼神論」と呼ぴ区別する)。また鬼神については、祖霊や神々などの狭義の鬼神に
加え、物の怪や妖精なども広く包括する。
こうした鬼神観の研究は、従来の伝統的な東洋学ではあまり行われてこなかったが、近年では、新出
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資料の分野で盛んに研究が行われるようになってきている。それらは大きく分けると、先秦から後漢の
①出土資料(竹簡・木臆等)、②六朝以降の墓葬品文書(鎮墓文・売地券等)、③敦健文献のそれぞれに
見える鬼神観研究があり、いずれも本研究と密接に関わる。しかしながら、従来の研究では、鬼神観の
持つ社会的意義や実態、そして社会通念との関わりなどについての考察が不十分であった。また、特に
鬼神観の見方についても、研究対象が神格・キャラクターとしての鬼神に着目する一方で、鬼神と密接
に関わる「怪異」に対する視座が欠如していたところに、従来の研究の問題点がある。
また、一方で、宗教文化研究の分野では、三教(道教・仏教・哲学)及び三教交渉に関する研究が中
心であり、その中で鬼神論や広義の鬼神観を論じる研究もあったが、本研究では、広く人々に共有され
る心性に着目することから、三教から外れた雑多な信仰現象に着目し(小稿ではこれを「雑信仰」と呼
ぶ)、それと密接な関わりを持つとされる初期道教(特に天師道)との比較を念頭に置いた。時代的対
象を、漢代から唐代までとしたのは、この時代が、儒教の国教化、仏教の伝来・定着、道教の成立を経
て、それ以前からの雑信仰と併せて、これらが複雑に絡み合う中国固有の宗教文化が形成されてゆく時
代と考えられるからである。また、こうした宗教文化が東アジアの国際化を経て、唐代では、国際都市・
長安から各国へと広がってゆく点から見ても非常に重要な時代と言える。
如上の問題関心を受け、第一章・第二章は、先ず、三教成立以前の漢代における鬼神観について主に
二つの視点から研究を行った。その第一点として、第一章では、漢代の亙の実態的な在り方について考
察を試みた。~区は雑信仰の主な担い手であったが、林富士氏が夙に指摘するように、漢代では、思の一
部が国家の祭杷機構の中に取り込まれることもあった。本稿の関心から言えば、こうした亙の在り方が、
雑信仰や基層的な信仰文化の形成にどのような影響を与えたかが問題となる。しかし、従来、漢代の亙
の在り方は、こうしたレベルでは殆ど明らかにされて来なかった。そこで筆者が着目したのは、漢代の
史料に多く見える呪誼事件の事例である。特に武帝の末年に起こった「亙墨の禍」と呼ばれる呪誼事件
は、政治史的にも注目されてきたが、呪誼事件そのものを比較分析するような研究は従来行われて来な
かった。とりわけ、漢代の呪誼事件では、亙の密接な関与があったと考えられてきたが、先行研究では、
その具体像に迫るには至っていなかった。そこで筆者は呪誼事件の記述を集めて、総体的比較検討する
ことで、従来看過されてきた呪誼事件における亙の具体像が見えて来た。その中でも特に注意したのが、
亙と婚の関連性である。漢代の呪誼事件の記事を広く見てみると、女性の奴隷身分である「蝉」が呪誼
に関与している事例が散見される。実は、資料を検討してみると、縛が亙の職能である降神を伴う呪詔
儀礼を行っているなど、その出自が女亙であることは明らかである。また、この規の在り方が謹告の中
にも見えることから、漢代では、こうした「稗としての亙」という存在形態が通念化していたものと考
えられる。同時に、この「舛としての亙」という在り方を通して、民間の宗教者である亙が、下層社会
から上流階層の権力者の元へと入り込んでいく状況も明らかになった。これにより、社会階層を超えて
活動する亙とその背景にある雑信仰の広がりも改めて裏付けられたと言える。
次に第二点として、第二章では、漢代における儒教的国家理念と社会通念的鬼神観の関係について、
中央と地域社会、国家理念と個人という比較軸から考察を行った。そもそも思想・歴史のいずれの分野
においても従来殆ど扱われてこなかった鬼神観のこうした側面に着目したのは、佐野誠子氏による五行
志と志怪の比較研究を契機とするが、ここでは、佐野氏が触れていない後漢・王充の鬼神論を資料とし
て取り上げた。王充の鬼神論については、従来より厚い研究史があるが、今日まで十分に検討されてこ
なかった問題も少なくない。特に、王充鬼神論の妖祥論的側面については、これまでも研究が少なく、
最近の大久保隆郎氏の研究でも、不十分な点が見受けられた。そこで、筆者は王充鬼神論の核となる訂
鬼篇について、問題の是正と新解釈を提示する一方で、これまで関係が論じられてこなかった王充の災
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異論との関係性についても検討した。その結果、王充の世界観においては、災異と妖祥の両者が気論を
基礎とした同一の理論構造を持つことが明らかとなった。これは、鬼神観をめぐり、災異=五行志的怪
異、妖祥=志怪的怪異、という図式が成り立つこと考えれば、先の枠組みとも密接に関わる重要な視点
と言える。そして、特に重要なのは、こうした意識が必ずしも王充自身の中で完結するものではなく、
彼を取り巻く地方社会の環境と中央・地方という学問の在り方の差異が背景にあることも分かつてき
た。そこから、中央から地方へと浸透する災異説の在り方と、地方社会の権力構造をめぐる亙硯と災異
説・妖祥論をめぐる通念的背景も見えて来たと言える。
以上の検討から、漢代の鬼神観をめぐる実態がおぼろげなら見えてきたと言える。そして、晋代以降、
こうした漢代までの鬼神観をめぐる宗教文化的状況は一変し、国家理念である儒教に対して、外来宗教
である仏教の定着や初期道教・天師道の成立により、道・仏・儒三教が固有の立場を築き上げてゆく。
その一方で、亙を中心とした宗教文化は、時に淫杷として弾圧されながらも、三教と絶えず影響関係を
持ちながら、広く浸透してゆくこととなった。こうした好余曲折を経て、道仏儒三教に、雑信仰を加え
た四者が複雑に絡み合う中国の伝統的な信仰文化が形成されてゆくこととなったのである。
こうした前提を踏まえつつ、第三章以降は、六朝以降の鬼神観の展開について、特に昨邪・占いを中
心として検討した。
第三章では、第四章以降の雑信仰・基層文化としての鬼神観研究に先立ち、比較視点となる初期道教
の鬼神観を明らかにした。本章で取り上げた『女青鬼律』は、東晋当時、新たに神仙家らに広まりつつ
あった鬼神の名前を呼ぶ砕邪方法を取り入れた畔邪書であり、鬼神の姓名録の形式を取ることから、初
期天師道経典中、最も豊富な鬼神描写を持つ経典のひとつである。そこには太上大道から山野巷間に政
雇する悪鬼精怪まで、多様な鬼神が描かれる。そして、特に、こうした鬼神の総体を善悪の視点から見
たとき、『女青鬼律』の持つ固有の鬼神観が見えて来る。すなわち、『女青鬼律』の鬼神観では、先ず悪
人・悪鬼を取り締まる冥界の官吏(冥官)の存在が説かれ、それに対置される存在として悪鬼精怪が描
かれる。しかし、『女青鬼律J には、その両方の属性を持つ「善悪の両義性・暖昧性を持つ冥官」が特
徴的に描かれる。こうした性格はビーター・ニッカーソンも指摘するように、東晋当時の不安定な社会
状況を反映したものと考えられる。
こうした『女青鬼律J の鬼神観を継承し、劉宋時代以降、成立してゆく『洞淵神呪経』もまた「善悪
の両義性・暖昧性を持つ冥官」を特徴的に語る経典である。尤も、『女青鬼律』では、悪鬼精怪が冥官
の官位を勝手に設け合うなど、冥官という概念そのものにまで善と悪の両義性がある点が見えていた
が、『洞淵神呪経J では、そうした冥官の野放図な広がりは語られず、悪鬼精怪が冥官に就くなどの描
写も見られない。また、「善悪の両義性・暖味性を持つ冥官」についても、社や家神など限定的な鬼神
のみに留まる。その中でも、特によく言及される「善悪の両義性・暖昧性を持つ冥官」が祖先・社・竃
の三者である。この三者は、儒教理念では「民人」が祭るべき正統な鬼神であり、『陸先生陸先生道門
科略』にもヲ|かれるように、当時の道教にもこうした理念が取り入れられていた。しかし、却って、こ
の三者は『洞淵神呪経』の中で「善悪の両義性・ 1愛昧性を持つ冥官」として強調される傾向にあった。
この問題を考えるとき、浮かび上がってくるのが、当時における淫記批判の状況である。劉宋以降、道
教では古い祭杷に根ざす淫記を、どのように正常な祭杷へと教導するかという問題が取り沙汰された。
特に竃などは、司過神の職掌を持つ現世利益的民間の神でもあり、人々が淫杷に走りやすい傾向にあっ
た。このような状況下にあって、「善悪の両義性・ 1愛昧性を持つ冥官」の存在は、教導の文脈の中で、
正式な祭杷が淫杷的に行われる状況を説明し、そうした在り方を戒める方便として機能したものと思わ
れる。
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こうした初期道教の鬼神観に対して、第四章以降では、雑信仰の鬼神観を多角的に検討した。先ず、
第一に着目したのが、先の『女青鬼律』とよく似た形式・理念を持つ僻邪書『白津国J である。『女青
鬼律J が初期道教の代表的砕邪書であるのに対し、『白j畢園J は初め神仙家に重視された一方で、道教
には取り入れられず、却って雑信仰、そして基層文化的土壌に広く受容されてゆくこととなった。従来
も『女青鬼律J と『白津園J は、その類似性から関係性が指摘されることはあったものの、実際には具
体的な検討は全く行われてこなかった。その原因は『白津園J が侠書であることに求められる。また、
こうした資料的不完全は、本書をめぐる様々な誤解や研究史上の問題点にも繋がったのである。
そこで筆者は、第五章での内容の研究に先立ち、第四章では、可能な限り詳細な基礎的研究を行った。
その際に、『白津園』以外の関連資料(，白津文物」と総称)についても特に重要な二資料についても検
討を行った。先ず『白津園J については、既存の輯本を参考としながら、最新のデータベースなども活
用し、独自に侠文を収集した。その結果、全く未知のイ失文を含む68条を載録したが、その際、侠文を載
録する出典を時系列順に整理し、イ失文の各条文を出典の時系列に基づき配列した。これにより古い時代
の『白津園』イ失文の傾向、そして宋代以降の文献にのみ特徴的に見られる侠文などが明らかになった。
とりわけ重要なのが、唐代までの『白津園』侠文には、怪異五行占記事が全く見られない点である。こ
れは後世の『白津園』受容や白津文物の流布を考える非常に重要な発見と言える。
続く第二節では、敦爆本『白津精怪園』について実見調査の成果から基礎的考察を行った。本書もま
た『白津園J をめぐる文化史上重要な資料と言えるが、従来の研究では、書名の類似から『白津園』と
同一書とする考えが通説となっていた。しかし、『白津精怪園』は一見して明らかなように、民間で使
用された怪異五行占書であり、明らかに『白津園』の古い侠文群と合致しない性格を持つ。また、その
他にも『白津精怪圃J については、残巻の貼り合わせや識語の意味など多くの未検討の問題があった。
こうした問題点に対して、筆者は、実物調査の所見に基づき、基礎的検討を行った結果、従来、同一書
説の裏付けとなっていた「白津精怪園」の尾題が後世につけられた可能性が高い点、本書が『白津園』
や『抱朴子J 、『夏鼎志』及び雑多な占書に基づき編纂された民間雑占書である点など、従来の見方とは
大きく異なる本巻のd性格が見えてきた。その一方で、残巻同士の貼り合わせ本である本巻が、確かに一
本の書物であることも明らかになった。この点は、本巻全体の内容が間違いなく一つの鬼神観を構成す
ることを確認する上で極めて重要な意味を持つ。
次に、新たに見つかった台湾国家図書館蔵『穫緯含文嘉』精魅篇を検討した。本篇は白津伝説を冒頭
に掲げ、『白津国』と極めて類似の形式・内容を持つ。そこで、本編と『白津園』侠文を詳しく比較検
討してみたが、『白津園J そのものと言うよりも、『白津園』の理念を明確に継承した砕邪書であること
が分かつた。加えて、本書にもまた、本来『白津園』にはなかったはずの怪異五行占記事が数条見え、
さらにそれと悪鬼精怪との結びつきも見出せた。したがって、先に『白津園j r白津精怪園』から推定
していた、唐代以降に『白津園』が怪異五行占記事と結び付くという状況は、本書により裏付けられた
と言える。
以上の基礎的検討の成果を踏まえ、第五章では、さらに唐代以降、流行し、日本にも伝来する「白津
の園J の流れも含め、改めて『白津園J をめぐる鬼神観の変遷について考察を行った。『白津園』は初
め悪鬼精怪を撃退する砕邪書として、修行のために深山に入る神仙家らを中心に読まれたが、唐代頃か
ら徐々に一般にも浸透してゆく。唐代の民間雑占書に「白津精怪園」という書名が付けられたのは、恐
らく『白津園』をめぐる表象文化が広く流布していた状況を窺わせる。尤も、そうした状況にあっても、
また『白津園』の理念は、一部の人に継承され、後世には新撰『白津園』とも言うべき『櫨緯含文嘉J
精魅篇が書かれている点も忘れてはならない。本篇は神仙家的志向を持つ術数家により書かれたもので
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あった。このように『白津園』をめぐる僻邪文化は、広く一般に流布する傾向と、一部古い理念を神仙
家・術数家らが継承してゆくという、二つの流れがあったことを想定できる。とりわけ、前者の流れに
ついては、さらに唐代中期以降、降邪書としての『白津圏』ではなく、神獣白津を絵に描く昨邪図とし
ての「白津の園」が描かれるようになる。そして、この「白津の園」が後世では、『白j畢闘』に代わっ
て一般の人々に新たな「白津園J として受容されてゆくこととなった。
こうした『白津園j から「白津の園J への展開の過程で、『白津園』をめぐる僻邪の在り方も変化し
ていった。第一に、砕邪理念の変化が挙げられる。砕邪書系の白津文物では、神獣白津が持つ鬼神に関
する膨大な知識に拠り畔邪をしていたが、「白津の園」では、神獣白j畢の絵を貼ることで、悪鬼精怪を
防ぐものへと変化する。こうした変化にともない、白津伝説も「白津の園J に則したものへと変化して
いったことが現存する資料から窺える。
第二点は酔邪対象の拡大である。本来の『白津園J では悪鬼精怪のみがその砕邪対象となっていたも
のが、後世では広く鬼神を含めた怪異現象に対し、昨邪を行うようになる。こうした変化は、「白津の園」
はのみならず、既に唐代の『白津精怪聞』や北宋までに成立する『謹緯含文嘉』精魅篇などに見える。
そして、こうした変化の過程で、『白津園』をめぐる僻邪文化は怪異五行占と結び付いてゆく傾向にあっ
た。その背景には、昨邪に対する一般の人々の需要があったと考えられる。すなわち、ここで指摘した
砕邪対象の変遷は、宗教者や神仙家で無ければ見ることの難しい鬼神から、普通の人々でも察知しうる
怪異へと移り変わっていったものと理解できるのである。こうした僻邪文化の変遷は、従来全く注目さ
れて来なかったが、白津文物のような断片的ながらも長期的な文化現象の流れを検討することで初めて
見えて来たものと言える。
こうした白津園をめぐる僻邪文化の変遷を一つのケーススタデイとしたとき、後世の白津文物が、『白
津園J には本来無かった怪異五行占と結び付く変化パターンが改めて注目される。と言うのも、こうし
た変化パターンは、『女青鬼律J を起点とする道教の砕邪書には殆ど見出せないからである。したがって、
こうした変化パターンが雑信仰から社会慣習の基層に定着してゆく、宗教文化の在り方を考える上で重
要な意味を持つと考えられる。そこで、改めて'怪異五行占をめぐる鬼神観を考えることとしたが、怪異
五行占を含む、所謂「術数学」の諸文献には、様々な資料的問題点があった。特に、ここで重要な比較
対象となる国家五行占を代表する唐代の『開元占経』には、肝心の怪異五行占部分(巻111~ 120) を後
世の附会、すなわち偽作であるとする説があった。加えて、本書は、宋代以前に散侠したとされていた
ものが、明末に偶然民間で発見され、流布したという通行本が用いられるなど、出自やテキストの素性
の面で問題が少なくなかった。そこで、第六章では、第七章における総合的な研究に先立ち、この『開
元占経』の基礎的研究を行った。
『関元占経j は日本・中国・台湾に28種類の伝本があるが(唯一の版本恒徳堂版本は一種類とみなす、
他は全て抄本)、ここではそのうち26種類に対して行った調査に基づき、諸本の系統的な整理を行った。
その結果、諸本を内容(特に巻91~97) に基づき三系統に分類することが出来た。第一の程明善本系統
は、明末の程明善が発見した系統であり、現在広く通行している四庫全書本の祖本に当たる。第二の東
洋文庫本系統は、他系統とは異なり、巻91に大幅な増補を含むなど出自不明の系統である。従来、現存
する系統で最も古い出自を持つとされてきたが、筆者の調査からその誤りも明らかとなった。第三の成
化関本系統は、従来その伝存が知られていなかった明朝の秘関所蔵本の流れを汲む抄本系統であり、古
くは清・黄杢烈の筆記の中にその存在が言及されるが、その現物は長らく見つかっていなかった。調査
過程で、その黄~烈による写しと思われる清抄本を発見したことで、本系統の全容が明らかになった。
加えて、近年発見された『至正条格』所収の元・泰定年間の禁書目録に『開元占経J が見える点、また
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元末明初の編纂とされる『天元玉暦群異賦』に引かれる『開元占経』が通行本ではなく、成化閤本系統
の本にかなり近い点などから見て、明末の再発見以前にも、元-明朝の宮中には『開元占経』が秘蔵さ
れており、現存する成化関本系統諸本がその流れを汲むことが明らかとなった。その一方で、本書の秘
匿状況も明らかになり、これにより、宋代に散供していたとする通説自体も検討する余地が出て来た。
また、この秘匿状況を、伝存する諸本が全て120巻本であることと合わせて考えるなら、巻111以降を後
世の附会とする安易な考えも成立しがたいと思われる。
第七章では、こうした『開元占経』をめぐる国家天文五行占の伝来や秘匿状況なども踏まえつつ、特
に国家五行占と民間雑占の比較から怪異五行占を総合的に検討した。そこから怪異五行占、そして国家
理念と個人をめぐる鬼神観の相違が見えてきた。第一に、怪異五行占は、儒教理念(特に災異説)に則
した国家五行占と、卑俗な呪術的要素を雑多に含む民間雑占に対置されるが、この両者は必ずしも一線
を画すものではなく、相対的な相違と言える。例えば、国家五行占の代表例としては、先の『開元占経』、
民間雑占としては『白津精怪園』がその代表例である一方で、『礎緯含文嘉』や『天地瑞祥志』などが、
その中間的・両義的な性格を持つものとして挙げられる。その一方で、国家五行占から民間雑占までの
全ての怪異五行占の占文に共通の怪異記事が見えることから、その背景に、国家理念から個人の私的占
いまで、社会階層を超えて共有される鬼神観が窺える。また、特に怪異と鬼神との関係に着目すれば、
国家五行占は基本的に殆どが鬼神の介在しない無鬼神論的怪異(=災異説の感応論的側面)である一
方、民間雑占では怪異は鬼神の介在する場合が多く描かれる傾向にある。しかし、民間雑占にも、釜鳴
りの怪異を鬼神の仕業ではなく、自然の感応であるとするなど、無鬼神論的怪異を説く例が見える。こ
れは無鬼神論的怪異が民間の雑信仰の中にまで浸透していたことを示す一方で、却ってそれを祭杷に
よって昨邪・消災しようとする点に民間受容の在り方を見ることが出来ょう。
最後に、以上の検討から見えて来た鬼神観の在り方についてまとめた。先ず漢代の宗教文化について
は、雑信仰と儒教理念の観点から、二つの特徴を指摘できる。第ーには、雑信仰の中心的な担い手であ
る亙が、社会階層を超えて活動する点、そして、第二には、国家理念である災異思想が地域社会へ浸透
し、亙を通じて雑信仰の土壌に受容される点である。こうした過程を経て、国家理念と地域社会という
異なる秩序において、通底する社会通念的鬼神観が形成されることとなったと考えられる。同時にそれ
は後世、国家と個人をめぐる二つの怪異五行占書(国家五行占/民間雑占)において、共有される怪異
観を生み出す素地ともなったと考えられる。
次に、六朝以降の鬼神観の展開では、雑信仰と初期道教の畔邪書から、両者の社会的意義をめぐる在
り方が見えてきた。初期道教では、昨邪が戒律や倫理と結びつき、鬼神が教導の文脈で方便として語ら
れることで、両義的冥官など一貫した有鬼神論的怪異観が形成された。一方、雑信仰では、初め鬼神(悪
鬼精怪)のみが説かれるものの、徐々に災異説の浸透により無鬼神論的感応を含む鬼神観が形成される。
その過程で怪異五行占とも結び付きながら、後世では雑信仰から基層文化的な縁起物へと変化してゆ
く。このように雑信仰と道教の鬼神観は、全く異なる社会的意義から形成され、変遷してゆくことが指
摘出来る。
また、雑信仰における、呪術から気軽な縁起物へという変遷パターンは、雑信仰のレベルを脱し、基
層文化として社会慣習に浸透したものと言うことが出来る。特に、そうした変遷の中で、鬼神観の中に、
怪異をめぐる心性領域が包括されてゆく点に改めて留意する必要がある。と言うのも、こうした変遷の
在り方は、道教の昨邪書には殆ど見出せないものだからである。砕邪そのものが人々の自然な営みであ
る以上、それが純粋な信仰のレベルから、より潜在的・無意識的な基層文化として社会慣習に定着して
ゆく事例は道教においても、広く見られる現象である。しかし、それを鬼神観のレベルで見たとき、道
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教経典には、怪異との結びつき、特に災異や感応などの無鬼神論的怪異観との結びつきは殆ど見られな
い。したがって、こうした変遷の在り方が、あくまで『白津園j を例に見たケーススタデイであるとは
いえ、今後一つの変遷パターンとして、改めて様々な事例の中で再検討してゆく必要があると言えよう。
逆に、こうした雑信仰の鬼神観のあり方が、先に指摘した道教の鬼神観が持つ有鬼神論的前提を明らか
にする鍵と言えるかもしれない。いずれにしても、それは宗教文化の実態及び社会的意義を考える上で、
重要な意味を持つものとなろう。雑信仰と基層文化の関係から見れば、『白津園J をめぐる砕邪文化は、
人々の需要を受けて、鬼神観の中に従来無かった怪異をめぐる心性領域を取り込み、社会通念としての
鬼神観を形成していった。それは単純な災異の民間流出、或いは文化の上層から下層への浸透という単
純図式ではなく、相互作用的な社会受容であると考えられる。そして、こうした社会通念的鬼神観の形
成がまた社会階層を超えた文化的紐帯として機能してゆくこととなる。この点は東アジア社会的特質と
も言えるだろう。
従来の中国研究では、鬼神や怪異をめぐる言論・記述は、知識人の哲学や教団教派の教理を中心に論
じられてきた。特に、怪異などは、災異説に対する限定的な着眼から、あくまで漢代思想及びその展開、
という視点でのみ研究されてきた。それに対して本論文では、鬼神観を広い意味の心性として捉えるこ
とで、それが果たす社会的意義や文化的紐帯の在り方が見えてきたように思われる。今後、鬼神観研究
の枠組みを社会通念や基層文化のレベルで捉え直す試みも必要となる。特に、従来殆ど着目されなかっ
た怪異(無鬼神論・感応論的側面/有鬼神論的側面)をめぐる心性領域の研究が不可欠となろう。
論文審査結果の要旨
本論文は、中国の漢代から唐代に到る妖怪や怪奇現象を含む鬼神を取り上げ、従来の「鬼神論」と区
別をして、「鬼神観」という視点から亙や道教、昨邪文化そして社会階層などとの関係について考察を
加えたものである。
第一章では、漢代の呪誼事件を題材に、亙に代表される民間宗教者が社会階層を超えて活動する実態
を指摘した。第二章は、 Æの超階層的性格を踏まえ、国家理念としての災異説が地域社会に受容される
中で亙を媒介として鬼神観と結び付き、両者が理念的には同一構造を持つ点を明らかにした。
第三章以降では、晋代以降、道教の成立や仏教の定着を経て、儒仏道三教及び雑信仰がそれぞれ固有
の立場を取る中で、鬼神と特に密接な関係を持つ初期道教や雑信仰との比較を行なう。先ず、第三章で
は砕邪経典である『女青鬼律J を取り上げ、「善悪両義性を持つ冥官J 像が、教導における方便として
示される点を明らかにした。第四・五章では『女青鬼律』と同様の砕邪書である『白沢図』を起点とし
て雑信仰の鬼神観の流れを検討し、第四章では、『白沢図』とそれより派生した各畔邪文物について、
それぞれの相互関係についての研究を行なった。その上で、第五章では『白沢図』を起点とする一連の
畔邪文化とその背景にある鬼神観の変遷を明らかにし、昨邪文物群が縁起物として基層文化に浸透し、
道教とは異なる様相を示したこと、その鬼神観が、鬼神の介在しない自然感応的怪異観、或は、怪異を
占う怪異五行占と結び付いて行く傾向を示した。
第六・七章では、怪異五行占をめぐる鬼神観について検討を行ない、第六章では『開元占経』の基礎
的検討から、国家による独占秘匿など国家五行占をめぐる特異な伝来状況を明らかにした。第七章では、
国家五行占と民間雑占を比較して、国家五行占と民間雑占は国家と個人という相対的相違はあるもの
の、その背景としては、両者に共通する通念的鬼神観があることを明らかにした。
? ?ハU??
以上、従来の研究では十分に検討されて来なかった漢代から唐代までの鬼神観を、雑信仰と初期道教、
国家と個人、及び社会階層などとの関係から具体的に明らかにしたことは、この分野の研究に大きく貢
献するものである。よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有す
るものと認められる。
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